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シンポジウム　ゲノム編集を問う

作物、家畜∴人について

、ゲノム編集技術は作物、畜産、ひいては人間の受精卵のDNAを編集する遺伝子操作まできています。

CRISPRICasに代表されるゲノム編集技術は，従来の遺伝子組換え授術に比して圧倒的に高効率な遺伝子

改変を可能とし，科学，産業，医療などへの広範なインパクトをもたらすと注目を集めている一方で，い

わゆる“痕跡残らぬ”遺伝子改変をもたらし，現行の遺伝子組換え生物の規制上に不明瞭な境界領域を生

み，問題　となりつつあります。遺伝子工学におけるゲノム編集技術の位置づけを分析し，海外における規

制対応状況を傭放したうえで，今後の農業，産業，医療などへの応用における潜在的な問題を考察する必要

があります。また，ゲノム編集技術の到来を研究上の観点から好意的に捉えることにとどまらず，社会の理

解を得つつ，社会に貢献できる研究開発のあり方についても議論する必要があります。

石井哲也さん（北海道大安全衛生本部教授）、島薗　進　さん（上智大学大学院実践宗教学研究科教授）

にゲノム編集技術についてお話しいただいて、社会的問題点、人権問題、生物多様性、多角的に参加者のみ

なさんで考える場としたいと思います。
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とき：2017年8月31日（木）13：30－16：30

開場13：00

ところ：東京ウイメンズプラザ視聴覚室

アクセスJR：東急東横線・京王井の頭線・東京メトロ副都心線

渋谷駅　宮益坂口から徒歩12分
東京メトロ銀座線・半蔵門線・千代田線
表参道駅　B2出口から徒歩7分

資料代・1000円
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＜プログラム＞

1部：作物、家畜、人のゲノム編集について　　「石井哲也さん」

北海道大学安全衛生本部教授
13：30－14：30

ゲノム編集技術の人間への応用をどこで止められるのか？　「島薗　進さん」

上智大学大学院実践宗教学研究科教授
14：30－15：00

質疑応答　15：10－15：30

2部：鼎談　　　　15：40－16：30

石井哲也さん（北海道大安全衛生本部教授）

島薗　進さん（上智大学大学院実践宗教学研究科教授）
天笠啓祐さん（市民バイオテクノロジー情報室代表）

主催　ゲノム問題検討会議

協賛　DNA問題研究会
問い合わせ　連絡先　神野玲子　E－mail jreikochan＠yahoo．cojp

携帯番号　090－2669－0413
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2017年7月17日

ゲノム問題検討会議発足にあたり
▲、

遺伝子組み換え技術が、医療や作物など幅広い分野で応用されてきました。しかし、それは容易

ではない技術であるため、人体への応用はさほど進んでいませんでした。ところが、2013年に公表

された＊iクリスパー・キャス9（CRISPR／Cas9）により、＊2ゲノム編集技術の応用がすさまじい

勢いで拡大することとなりました。生殖細胞系列に遺伝子編集を適用することも許容される趨勢で

す。このままでは、生命の設計図にもたとえられるゲノムの改変、遺伝子の操作に歯止めがかかり

そうにありません。

加えて、＊3遺伝子ドライブ技術、＊4iPS細胞の応用、合成生物学の取り組みも並行して進み、生

命操作の範囲が格段に拡大されようとしています。科学者や研究成果の競争や企業の利益優先での

開発競争が激しくなり、科学技術の進展を抑制するのがますます困難になっています。私たち人類

を含む、地球上の生命にとって、深刻で取り返しのつかない変化が生じるのではないかと危惧され

ます。

ゲノム編集をはじめとする生命操作の影響は、いまの世代だけでなく将来の世代にも受け継がれ

る危険性があり、何の規制もなく放置しておくことは、取り返しがつかない事態を招きかねません。

原発事故のように大惨事が起きてから安全性を見直すのではなく、取り返しのつかない事態が進行

してしまう前に市民と科学者・技術者、医学者、法律学者などが共に働きかけ、安全性の確保にと

どまらず、環境影響や社会的な影響にかかわる規制、倫理面からの規制などの枠をはめる必要があ

ります。

しかし、現在、国や学会、国際条約での規制は弱く、研究・開発・応用を押しとどめる動きはほ

とんどありません。

ゲノム編集や遺伝子操作の倫理性を中心に、現在の生命科学が人類に、また地球の生命全体に及

ぼす影響を考え、いのちの尊さを重んじる人類社会と生物多様性を持続的に守っていくためにも、

この問題を検討する必要があると思います。そのために何をすべきか、率直な多くの意見を出し合

い、有意義な方向性を導きだすきっかけになることを希望し、ゲノム問題検討会議を発足いたしま

した。次世代以降に負の遺産を引き継がせないためにも、活発な議論をしていきたく、よろしくお

願いいたします。

なお、今後も多くのご協力、ご指導、ご教示をいただきながら、この活動が将来にとって有意義

な方向になることを望んでいきたいと考えております。

＊⊥CRISPR／Cas9：DNA二本鎖を切断してゲノム配列の任意の場所を削除、置換、挿入することができる新しい遺伝子改変技術。

＊2ゲノム編集技術：部位特異的なヌクレアーゼ（核酸分解酵素）を利用して思い通りに標的遺伝子を改変する技術。

＊3遺伝子ドライブ技術：特定の遺伝子の偏った遺伝を誘発し、集団全体の遺伝子構成を変更する技術。

＊4iPS細胞：体細胞へ数種類の遺伝子を導入することにより、非常に多くの細胞に分化できる分化万能性と、分裂増殖を経ても

それを維持できる自己複製能を持たせた細胞。

ゲノム問題検討会議
呼びかけ人
夫笠啓祐（市民バイオテクノロジー情報室代表）池内了（名古屋大学名誉教授）
島薗進（上智大学大学院実践宗教学研究科教授）戸田清（長崎大学環境科学部教授）　神野玲子（people21代表）

賛同人　アーサー・ビナード（詩人）石井哲也（北海道大安全衛生本部教授）上林茂暢（龍谷大学名誉教授〉
久保文彦（上智大学神学部神学科講師）小沼通二（世界平和アピール七人委員会委員）
米本昌平（東京大学教養学部客員教授）

以上
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シシボジウム　　　　　‘

ゲノム編集の思案廊嵐を考える‘“
●

12012年＿CRISPR－Cas9というゲノム編集技術が発表になり、生物の遺伝子を、外来遺伝子を組

み込まず、狙い通りに壊す、それも同時に複数の遺伝子破壊が可能となり、様々な分野で応用が急

速に進んでいます。今回、食用の作物や家畜の育種を目的としたゲノム編集について考えます。

農作物や家畜などの品種改良として腐りにくいトマト、養殖しやすいおとなしいマグロ、筋肉

量が2倍の豚、角を作らない乳牛、伝染病に強い豚、などが開発されています。

地球上に生物が発生して以来、人間は一部の動植物を共存・共生を重んじながら時間をかけて育

種し、農業を行ってきました。ゲノム編集の登場はそれらの動植物を人間の功利ために瞬く間に変

貌させる力があります。どこまで改変して良いのでしょうか。また、私たちの食生活に今後どのよ

うな恩恵あるいはリスクがあるのでしょうか。ゲノム編集の農業応用の動向を知り、今後どのよう

に受け止めたらよいのかを講師にお話しいただき、その上で、私たち市民はこの技術に対してどう

受け入れ、あるいは立ち向かうべきかを考えてみたいと思います。

政府は今後、ゲノム編集技術を成長戦略の重要な柱と捉え、農業政策として起用する可能性があ

ります。消費者、生産者、研究者の垣根を越えて皆さんで考えてみましょう。
五五☆＊☆京女美女まま☆☆忠志＊☆素☆女史文恵＊☆＊東京女東女☆女史妻女☆貞女☆鬼女女史☆＊東京＊京女☆鬼女☆素志よお京女☆☆☆＊☆＊＊＊＊京女＊☆＊東京女☆＊＊☆

記
・日時　11月22日（水）13時30分～16時00分　開場13時より

テーマ　ゲノム編集の農業応用を考える

講師　　天笠啓祐さん　　市民バイオテクノロジー情報室代表。

場所　　せたがやがやがや館　3F　交流室
住所：〒154－0001東京都世田谷区池尻2“3－11
アクセス　東急田園都市線「池尻大橋」駅から徒歩7分

資料代1000円

主催　　　　　ゲノム問題検討会議

問い合わせ　　神野玲子　TEL O90°2669－0413

E－mail jreikochan＠yahoo．co．jp
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